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大場照彦組合長理事

議長を務めた小林茂樹総代

　

本
組
合
は
令
和
８
年
６
月
16
日
、大

崎
市
の「
三
本
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
」で
第
22
回
通
常
総
代
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、大
場
照
彦
組
合
長

理
事
が「
近
年
は
全
国
各
地
で
自
然
災

害
が
頻
発
し
、飼
料
や
肥
料
等
の
高
騰
が

農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、令
和

６
年
に
食
料・農
業・農
村
基
本
法
が
四

半
世
紀
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、昨
年
４
月
に

は
新
た
な『
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
』が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
計

画
に
お
い
て
、農
業
保
険
は
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と

し
て
明
記
さ
れ
て
お
り
、そ
の
重
要
性
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
って
お
り
ま
す
。昨

年
は
、鳴
子
ダ
ム
の
貯
水
率
が
31
年
ぶ
り

に
０
％
に
な
る
な
ど
各
地
で
水
不
足
の
影

響
に
よ
り
、一
部
の
水
稲
で
干
害
が
発
生

し
、生
育
阻
害
や
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。ま
た
、果
樹
で
も
強
風
に
よ
る
落
果

や
干
害
、さ
ら
に
は
ク
マ
に
よ
る
食
害
な

ど
、被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。こ
の
よ
う

な
災
害
に
対
し
、本
組
合
は
今
後
も
迅
速

な
損
害
評
価
に
努
め
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
べ
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、議
長
に
栗
原
市
の
小
林
茂
樹

総
代
を
選
出
し
、令
和
７
年
度
事
業
報

告
、令
和
８
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
含
む

12
議
案
が
審
議
さ
れ
、全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総 代 数  178人
出席人数  168人

（                   ）本人出席
113人

書面出席
55人

農
業
者
の
経
営
展
開
・
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
供

推
進
体
制
の
構
築
・
整
備

事
業
運
営
基
盤
の
強
化

広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実
強
化

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

人
材
の
育
成
と
職
員
の
資
質
向
上

2 13456 令
和
８
年
度
農
業
保
険
事
業
推
進
の
基
本
方
針



承
認
さ
れ
た
議
案

承
認
さ
れ
た
議
案

【
第
５
号
議
案
】

令
和
９
年
度
事
務
費
の
賦
課
方
法
の
決
定
に

つ
い
て

　

令
和
９
年
度
事
務
費
の
賦
課
方
法
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

【
第
６
号
議
案
】

令
和
８
年
度
役
員
、顧
問
弁
護
士
及
び
共
済

部
長
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、総
額
１
億
６
９
１
３
万
円
以
内

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
７
号
議
案
】

令
和
８
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
、

借
入
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

　
共
済
金
の
支
払
い
に
要
す
る
資
金
等
を
借
り

入
れ
す
る
場
合
の
限
度
額
は
60
億
円
と
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
「
農
業
共
済
組
合
の
模
範
事
業
規
程
例
」の

基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

令
和
７
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
全
事
業
の
引
受
実
績
は
、共

済
金
額
１
兆
３
３
４
５
億
２
６
０
７
万
円
と
な

り
ま
し
た
。災
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
に
支
払

わ
れ
た
共
済
金
は
、合
計
で
18
億
７
７
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

令
和
８
年
度
事
業
計
画
設
定
の
承
認
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
全
事
業
の
共
済
金
額
は
１
兆

２
７
９
５
億
２
３
５
７
万
円
の
計
画
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
４
号
議
案
】

令
和
８
年
度
事
務
費
の
賦
課
額
及
び
賦
課
方

法
の
決
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
事
務
費
賦
課
額
総
額
は
９
億

６
７
４
０
万
円
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
８
号
議
案
】

令
和
８
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
承

認
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
７
機
関
と
銀
行
等
５
機
関
を
指
定
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
９
号
議
案
】

農
作
物
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設

定
に
つ
い
て

　
令
和
９
年
産
の
水
稲・陸
稲
及
び
令
和
10
年

産
麦
の
引
受
か
ら
適
用
す
る
危
険
段
階
別
共

済
掛
金
率
の
設
定
方
法
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
10
号
議
案
】

園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て

　

令
和
９
年
４
月
２
日
以
後
に
共
済
責
任
期

間
が
開
始
す
る
園
芸
施
設
共
済
に
適
用
す
る

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
方
法
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
11
号
議
案
】

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
職
員
が
通
勤
の
た
め
に
駐
車
場
等
を
常
に
利

用
し
料
金
を
負
担
す
る
際
の
通
勤
手
当
の
変

更
に
つ
い
て
、規
則
の
一
部
改
正
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
第
12
号
議
案
】

附
帯
決
議

　
本
総
代
会
の
附
帯
決
議
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

家
畜
共
済
に
つ
い
て
、胎
児
は
受

精
後
２
４
０
日
以
上
に
達
し
た
も

の
か
ら
共
済
対
象
と
な
る
が
、そ

の
対
象
期
間
に
猶
予
期
間
を
設

け
る
な
ど
配
慮
願
い
た
い
。

ご
要
望
の
件
は
、共
済
制
度
と
し

て
共
済
目
的
の
対
象
と
な
る
基
準

が
明
確
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、猶
予
期
間
を
設

け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
ま
す
。

事
務
機
械
化
準
備
金
繰
入
と
は

何
か
。令
和
７
年
度
収
支
予
算
の

変
更
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、決
算
で
は
２
億
５
千
６
百
万

円
が
増
額
さ
れ
て
い
る
。大
き
い

金
額
だ
が
、な
ぜ
予
算
の
変
更
で

計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

翌
年
以
降
に
発
生
す
る
Ｗｅ
ｂ
シ

ス
テ
ム
の
開
発
運
用
費
用
等
を
見

込
ん
で
積
み
立
て
し
て
い
る
も
の
で

す
。予
算
の
変
更
時
に
は
必
要
額

に
対
し
て
、積
立
額
の
見
通
し
が

立
た
ず
、決
算
で
数
字
が
確
定
し

た
た
め
で
す
。

一
般
企
業
で
は
、女
性
管
理
職
が

増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、組
合
で

女
性
の
管
理
職
が
少
な
い
理
由

と
増
や
す
予
定
は
あ
る
の
か
。

現
在
の
管
理
職
と
な
る
年
代
は
、

女
性
職
員
の
採
用
が
少
な
か
っ
た

た
め
、女
性
の
管
理
職
が
少
な
い

状
況
で
す
。今
後
も
、人
事
考
課
お

よ
び
研
修
等
を
通
じ
て
人
材
育
成

に
取
り
組
み
、女
性
を
含
め
た
管

理
職
への
登
用
を
適
切
に
行
って
ま

い
り
ま
す
。

畜
産
農
家
が
減
少
す
る
中
で
診

療
費
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。さ

ら
に
事
務
費
賦
課
金
も
上
げ
る

と
な
る
と
農
家
の
経
営
は
非
常

に
苦
し
く
な
る
が
、家
畜
共
済
と

家
畜
診
療
所
は
、今
後
ど
の
よ
う

に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

家
畜
共
済
勘
定
お
よ
び
家
畜
診
療

所
勘
定
で
は
繰
越
不
足
金
が
発
生

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
今
後
も
、

畜
産
農
家
へ
の
巡
回
指
導
や
加
入

推
進
を
行
い
不
足
金
の
早
期
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ
主
な
質
問
・
意
見

農業共済事業 引受面積等 共済金額 支払共済金

農 作 物
水  稲 3,220,487 ａ 2,452,199 万円 62,334,509 円

麦  90,216 ａ 23,277 万円 14,132,095 円
家 畜 195,213 頭 5,136,333 万円 1,151,941,691 円

果 　 樹
り ん ご 873 ａ 2,443 万円 1,271,760 円
な  し 1,544 ａ 7,996 万円 635,890 円

畑 作 物

大  豆 440,866 ａ 161,574 万円 96,156,857 円
ば れ い し ょ 1,958 ａ 1,621 万円 739,514 円
そ  ば 7,818 ａ 351 万円 791,388 円
蚕  繭 0.00 箱 0 万円 27,720 円

園 芸 施 設 16,810 棟 1,120,659 万円 37,704,470 円
建 物 97,309 棟 114,129,514 万円 353,018,907 円
農 機 具 36,354 台 10,403,241 万円 88,951,641 円
保 管 中 農 産 物 補 償 134 口 13,400 万円 0 円
合 計 − 133,452,607 万円 1,807,706,442 円

農業共済事業 引受面積等 共済金額

農作物
水  稲 3,089,058 ａ 2,950,731 万円

麦 83,886 ａ 22,562 万円

家 畜
死亡廃用 128,031 頭 4,718,201 万円
疾病傷害 51,681 頭 157,937万円

果　樹
り ん ご 873 ａ 2,443 万円
な  し 1,544 ａ 7,996 万円

畑作物

大  豆 399,835 ａ 146,445 万円
ばれいしょ 2,040 ａ 1,769 万円
そ  ば 10,285 ａ 465 万円
蚕  繭 0.00 箱 0 万円

農業共済事業 引受面積等 共済金額
園 芸 施 設 15,736 棟 1,030,298 万円
建 物 92,617 棟 108,567,200 万円
農 機 具 36,101 台 10,332,912 万円
保管中農産物補償 134 口 13,400 万円
合 計 − 127,952,357 万円

受託業務 経営体数 青色申告農業者
農業経営収入保険 3,941 ※7,934 

受託業務 加入経営体数 基準収入金額 支払保険金等
農 業 経 営 収 入 保 険 3,868（法人384含）人 4,536,235万円 268,298,420 円

※農作物（麦）共済と果樹共済の引受面積等と共済金額は令和８年産、支払共済金は令和７年産の実績です。
※家畜共済の支払共済金は死亡事故と病傷事故の計です。
※畑作物共済（大豆、ばれいしょ、そば、蚕繭）の支払共済金は令和６年産の実績です。
※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。

※基準収入金額は令和８年３月末時点の金額です。
※支払保険金等は、令和７年４月1日から令和８年３月31日にNOSAI全国連から加入者に支払われた実績です。

令和７年度事業実績

令和８年度事業計画

総共済金額　1兆3,345億2,607万円
支払共済金　18億771万円

目標共済金額　1兆2,795億2,357万円

※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。

※加入要件を満たしている人数
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収　入
2,649,557

単位：千円

受取補助金
1,108,285

人件費
1,932,750

受取利息
149,840

旅費交通費
14,765

事務費
74,712

業務費
261,006

諸税負担金 37,109
その他 74,439

損害評価費 47,459

施設費 133,364

普及推進費
73,953

賦課金
308,524

引当金戻入
266,459

事業勘定
受入
658,884

前期繰越業務残金
500

その他 38,835

受託収入
118,230

支　出
2,649,557

単位：千円

収　入
3,621,806

単位：千円

受取補助金
1,120,584

人件費
2,085,738

事務費
106,723

業務費 183,653

受取利息 144,984 旅費交通費 10,026

普及推進費
69,335

施設費 131,698

損害評価費 7,298
諸税負担金
32,796 その他

994,539

賦課金
323,628

受託収入
135,821

引当金戻入
555,041

事業勘定受入
683,571

その他
657,234

前期繰越業務残金
943

支　出
3,621,806

単位：千円

令
和

8年（
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代
会

特
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O
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編
集

・
発

行
宮

城
県

農
業

共
済

組
合（

N
O
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I宮

城
）

〒
989 -6321 宮

城
県

大
崎

市
三

本
木

字
大

豆
坂

24 -3
TEL 0229 -87 -8281　

FA
X 0229 -87 -8289　

https://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 　

川
嶋

印
刷

株
式

会
社

み な
 ご

本　　所　☎0229-87-8281㈹

県南支所　☎0224-63-2012　　0120-059-431

中央支所　☎0229-87-8271㈹　0120-832-141

県北支所　☎0220-22-8411㈹　0120-818-413

県南家畜診療センター　☎0224-25-4565㈹
中央家畜診療センター　☎022-345-2241㈹　  兼 家畜診療研修所
中央家畜診療センター　☎0229-28-2581㈹　　　　　　古川支所
県北家畜診療センター　☎0220-35-2880㈹

令和７年度業務収支決算

令和８年度業務収支予算

用語の説明
収　 入 支　 出

●前期繰越業務残金…前年度からの繰越金
●受取補助金…………国から交付される運営経費
●賦課金………………組合員の方から、加入する共済事業ごとにい
　　　　　　　　　　ただく事務費賦課金
●受取利息……………積立金を運用して得られる利息
●事業勘定受入………建物共済、農機具共済の掛金のうち事務費賦
　　　　　　　　　　課金部分で業務勘定に繰り入れる金額
●引当金戻入…………機械器具等の更新、建物の修繕、事務機械化
　　　　　　　　　　のために、引当金や準備金から取り崩す金額
●受託収入……………収入保険事業等に係る受託収入金額

●人件費………役員報酬、職員給料手当、法定福利費、厚生福利費等
●旅費交通費…役職員等の旅費交通費
●事務費………業務に要する通信運搬費、図書印刷費、消耗品費、手数料
●業務費………業務に要する会議費、講習会費、共済部長報酬等
●普及推進費…広報紙の製作費、事業の加入推進等に要する粗品購入費、
　　　　　　　奨励金等
●施設費………車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
●損害評価費…損害評価に要する経費
●諸税負担金…公租公課、自動車税、固定資産税、関係団体負担金等


